
１．はじめに

工事概要
()１ 工 事 名：倉敷立体高梁川大橋下部その７工事
()２ 発 注 者：国土交通省

中国地方整備局 岡山国道事務所
()３ 工事場所：岡山県倉敷市片島町地内
()４ 工 期：平成２９年９月１日～

平成３０年７月３１日
本工事は一般国道２号の内、一級河川高梁川を
渡河する高梁川大橋の４車線化工事の一環として、
橋脚を施工する工事である。
堤防内に橋脚を設置するため、堤防開削前に仮
締切堤（堤防道路を迂回させる付替道路）を構築
し、橋脚の影響を排除するため橋脚と堤防を縁切
りした構造とする鞘管の設置が必要であった。高
水敷での作業のため非出水期間中での作業が条件
の工事である。

２．現場における問題点

①工程短縮
迂回路である仮締切堤の盛土量が１５，０００m３程度

と大規模であり、非出水期間内に設置・撤去を考
えると工程的に厳しいことが分かった。また、現
場打ちでの鞘管の施工日数を考えると２５日程度か
かることが想定されたため、いかに鞘管での施工
方法を工夫して工程短縮を図るかが課題となった。
②品質確保
鞘管工は当初、側壁部及び底面部に内型枠とし
て発砲スチロールの使用が計画されており、型枠
脱枠時には撤去する必要があった。このため発砲
スチロール撤去の手間、撤去に溶剤を使用する際
のゴム支承やコンクリートへの影響、型枠組立・
固定が困難なことから、出来形不良にならず、品
質の高い構造物を施工する方法の選定が課題とな
った。

図―２ 鞘管図面（当初図面）

３．工夫・改善点と適用結果

上記の課題に対して検討をした結果、プレキャ
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図―１ 現場全景写真
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スト製品を採用して施工を行うことで工程短縮、
品質確保を図れることが分かった。プレキャスト
化の検討を行うにあたり、鞘管の形状（総高さ、
断面形状、部材厚、橋脚との離隔）や鉄筋量、鉄
筋かぶり等の基本構造は現場打ちから変更しない
ものとし、部材運搬上の制約から鞘管を分割で製
作し、接合面が発生する箇所は PC鋼棒を配置し
所定の緊張力を与えて一体化させることにした。
適用結果を以下に示す。
①作業内容は据付及び PC鋼棒緊張と容易な作業
だけとなり施工日数５日で完成することができ、
当初予定していた工程から２０日短縮することが
できた。
②プレキャスト製品での施工のため、発砲スチ
ロール撤去作業、現場での困難な鉄筋工や型枠
工を省くことができ出来形、品質を向上させる
ことができた。
③据付、緊張と施工が容易な作業だけだったため
高所作業車を使用することで高所での作業を行
うことができた。この結果、足場組立・解体等
の作業を省くことができ安全面向上、工程短縮
につながった。
なお、設計上の課題と特筆すべき点は以下のと
おりである。
①部材厚
一般に、緊張力を与えた場合、部材厚を薄くす
ることが可能となる。今回も同様であったが、部
材厚を変更した場合、設計が全てやり直しとなり、
想定した工期短縮以上の時間が掛かってしまうた
め、部材厚を同様とすることによって、時間短縮
を図った。
②部材分割位置
部材は長手方向が直線、短手方向がコの字型と
して分割している。本来、分割位置は反曲点付近
が望ましいが、本工事では、コの字型の足の部分
を少し短く設定している。これは、張出部を有す
る橋脚に設置するため、吊り上げた際の安定性の
向上を目的として、重心位置を短手方向の部材内
に収めるためであり、安全確実な施工への工夫で

ある。

４．おわりに

鞘管工での工程を大幅に短縮できた結果、非出
水期間で工事を完成させることができた。
河川構造令（第６条H９年１１月）の変更を受け、

堤防内に構築する橋脚は鞘管構造にすることが決
定している。施工の困難な鞘管などは今後、i―Con-
struction 施策の１つである部材の規格の標準化
によるプレキャスト製品などの工場製作化が進む
ことで、コスト削減、生産性の向上を図ることが
期待できる。

図―３ 鞘管図面（プレキャスト変更図面）

図―４ 鞘管ブロック 据付状況

図―５ 鞘管完成
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